
令和 ７年度予算審査特別委員会第１分科会（総務財政所管事項）－03月 05 日- 

 

◆西哲史 委員  お疲れさまです。堺創志会の西でございます。通告に基づきまして質

問させていただきますが、最後の順番だけ、戦略的アドバイザーの項目と戦略的広報の項

目だけ入れ替えさせていただいて質問させていただきたいと思います。 

 公共施設等総合管理計画についてまずお聞きをしたいわけでありますが、款項目にとど

まらず、ちょっと光熱水費総額でいろんな款項目のところから出てきますけども、それぞ

れの光熱費総額についてお聞きをしたいんですが、令和７年度の予算額をお示しくださ

い。公共施設の光熱水費についてお示しください。 

 

◎清川 財産活用課参事  令和７年度予算における公共施設の光熱水費は約３４億５，

０００万円です。以上でございます。 

 

◆西哲史 委員  これ予算の中でも結構大きな額を使われているということになります

が、この堺市公共施設等総合管理計画ですが、我々環境モデル都市でありまして、さらに

脱炭素先行地域ということで、いろいろな脱炭素の取組も堺でいろんなところで皆さんが

真剣に議論していろんな取組が進んでいるというふうに理解をしてるわけでありますが、

そういった中で率先垂範でもありますね、そういった意味で公共施設等総合管理計画が脱

炭素してるかということも議論されなきゃいけないと思いますし、何よりも予算管理の観

点でも、エネルギー、光熱水費の支出を減らしていくということは非常に大事な部分とは

思いますが、この計画の中に省エネルギーの視点もしくはエネルギーを効率化していく視

点というのはあるのでしょうか、お示しください。 

 

◎清川 財産活用課参事  堺市公共施設等総合管理計画において、ライフサイクルコス

トの削減を図ることとしております。 

 省エネルギーや節電に係る取組は、公共建築物の光熱水費の削減に寄与するものと考え

ております。以上です。 

 

◆西哲史 委員  省エネルギーの視点で光熱費を削減していくというのは非常に重要な

んだというふうに思いますし、ライフサイクルコストで考えていただくということは本当

に大事だと思うんですね。 

 省エネとか高効率化、エネルギー高効率化を進めて一時的なお金がかかるかもしれな

い。しかしながら、トータルで建物の寿命とか考えたときに、光熱水費とそのイニシャル

と考えてトータルで見て安くなるということが持続可能な市政運営ともつながってくると

いうことだと思います。 

 例えばこのエネルギー高効率化というのは、ぜひ議事録にも残させていただきたいんで



すが、やっぱり順番があると思うんですね。断熱が先、そしてその次は気密、そして日射

コントロール、さらには換気、通風、そして設備の省エネ化、そして再エネルギーの活用

というのがエネルギー効率化ではもうこれは議論をまたないわけでありますが、効率化の

順番ということになると。そういった意味で再エネだけの議論が走っていくというのは非

常に疑問があるということは本会議でも申し上げましたけれども、まずは断熱、エネルギ

ーの高効率化を図っていくためには、まずは断熱ということだと思います。 

 例えば施設の断熱性能を高めることにより効率化を抑えられて省エネ効果をしていくと

いうことになっていくのではないかというふうに私は考えるわけでありますが、当局のお

考えをお示しください。 

 

◎清川 財産活用課参事  公共建築物の光熱費の削減に当たりましては、エネルギー消

費のウエートが大きい空調負荷の低減が重要となります。 

 そのため、空調設備の高効率化や運用改善に合わせて、建物の高断熱化、高気密化を行

うことも重要と認識しておりますが、公共建築物の用途や建築年数、工事内容を踏まえた

費用対効果を検討する必要があると考えております。以上です。 

 

◆西哲史 委員  まさにおっしゃるとおりで、先ほど申し上げたようにライフサイクル

コストでしっかりと議論していくと、一時的な支出ではなくてトータル支出の費用対効果

ということを議論していくべきなんだと思いますが、この公共建築物の新築、建て替えや

大規模改修の機会には断熱性能をしっかり向上させることでライフサイクルコストの削減

に努めるということなどを庁内でしっかり検討できるような仕組みをつくっていくべきじ

ゃないかというふうに思いますがいかがでしょうか。 

 

◎清川 財産活用課参事  市有施設における特定建築物の新築時には、堺市地球温暖化

対策実行計画の中で高い断熱性能を有する建築物とするよう定めており、環境局等におい

て協議しております。 

 また、大規模改修の機会には、エネルギーコストの削減など費用対効果を考慮し、施設

所管部局とファシリティマネジメントを所管する財産活用課、建築都市局、環境局が連携

し、ライフサイクルコストの削減について検討します。以上でございます。 

 

◆西哲史 委員  ぜひなかなか財政的にいうと、行政の財政ってやっぱり単年度に考え

が行きがちというかの部分は承知をしているところですけども、ぜひライフサイクルコス

トで考えて、高エネルギー化のためにはまず断熱。これ断熱というと何か夏暑くなるよう

なイメージを持つ人もたくさんいらっしゃるようですけど、夏にも冬にもこの高断熱非常

に有意義であるということでありますから、ぜひそういうことをも認識の中に入れていた

だいて、そしてライフサイクルコストを意識した高エネルギー化というのを、エネルギー



効率化というのをしっかり進めていただきたいなというふうに思います。よろしくお願い

します。 

 次に、義務的経費の削減についてお聞きをしたいと思いますが、この義務的経費、何か

本会議でよく聞いてたり、いろんなとこで聞いてると、義務的経費を除く除くという言葉

がいろんなところで議論の中に出てきますが、この義務的経費、果たして除くという議論

でいいんだろうかというふうにいつも思うわけであります。 

 この今期の令和７年度一般会計当初予算案は予算規模が過去最大の４，８７９億円とい

うふうになってますけれども、この義務的経費というのはどのようなものが入っていて、

それぞれ前年度との比較どうなってるか、お示しください。 

 

◎横田 財政課長  義務的経費とは、人件費、扶助費及び公債費を指し、令和７年度一

般会計当初予算案では２，９４４億円であり、前年度から１２３億円，４．４％の増加と

なっています。 

 人件費とは、事業に係る市職員の給料や退職手当をはじめとした各種手当を含んだもの

であり、前年度と比較すると、定年延長に伴う退職手当の減少はあるものの、人事委員会

勧告等の影響により２０億円増加しています。 

 扶助費とは、社会保障制度の一環として、児童、高齢者、障害者、生活困窮者などに対

する支援に要する経費であり、前年度と比較しますと、障害者・児自立支援給付の対象者

の増加や認定こども園等における公定価格の見直し等により１１７億円増加しています。 

 公債費は過去の市債発行に伴う元利金の償還に係る経費であり、前年度と比較します

と、令和５年度及び令和６年度に減債基金に積み立てた臨時財政対策債償還基金費を取り

崩すことなどにより１４億円減少しています。以上です。 

 

◆西哲史 委員  今のお話でいくと、全体の約６割を義務的経費が占めているというこ

とだと思います。社会情勢を踏まえると、義務的経費というのは年々増加をしていくとい

うことがもうほぼ想定をされてますし、その議論は皆さん異論がないところだと思いま

す。 

 そういった中で、財政の持続性の確保のためにも、義務的経費というのを論外に置くの

ではなくて、そのことも含めて、その部分についても議論していくと、不断の見直しをし

ていくということが必要ではないかというふうに思いますが、当局はどのようにお考え

か、お示しください。 

 

◎横田 財政課長  財政の持続性を確保するために義務的経費についても不断の見直し

が必要と考えています。 

 義務的経費のうち人件費につきましては、近年、人事委員会勧告等により増加していま

すが、業務の進め方や見直し、組織運営面にも踏み込んだ取組を進めていくことで改善し



ていきたいというふうに考えております。 

 扶助費につきましては、高齢化の進展等による増加が続いておりますが、生活保護な

ど、国の基準によって全国一律に行われる事業が大部分を占めており、給付内容、給付水

準等について市の裁量による見直しできる範囲は限定的であるというふうに考えておりま

す。 

 公債費については、今後資材価格等の上昇に伴う投資的経費の増加による市債発行の増

加や、金利の上昇による利払いの増加等が見込まれますが、引き続きハード事業費の総量

管理等により、適正な水準となるように取り組んでまいります。以上です。 

 

◆西哲史 委員  義務的経費については、市の裁量で一義的には削減難しいということ

は理解ができるわけでありますが、しかしながら義務的経費の増加によって関連する委託

料、これ義務的経費の外側ですけども、委託料は通信運搬費などの事務費も増加している

というふうに想定できるわけでありますし、また様々な事務がどんどん複雑になっていく

ことによって人件費がですね、人の数が単純に増えていくということもいろんなところで

あるようにお聞きをしています。 

 そういった意味では、やっぱりＩＣＴの活用で業務の効率化をしていく、いろんなちょ

っと時間の関係ありますから各論は申し上げませんけれども、活用をしっかりやっていく

仕組みの中に、なぜこんだけアナログな作業があるんだろうと思うところはいっぱいあり

ますから、そこのところを改善することによって関わる人の数も減らしていく。そしてさ

らに義務的経費の外側でありますけれども、その費用の効率化も行っていくということを

はじめとして、様々な義務的経費への切り込みということもやっぱり議論していかなくち

ゃいけないんじゃないかというふうに思うわけでありますが、当局のお考えをお示しくだ

さい。 

 

◎横田 財政課長  ＩＣＴのさらなる活用やＤＸの推進による事務作業の効率化などに

より、扶助費の給付事務などに係る人件費や事務の経費の削減など、見直しできる余地は

あると考えています。 

 これまでも庁内のＤＸに向けた取組を進めてまいりましたが、令和７年度は職員による

アプリケーション開発が可能となるｋｉｎｔｏｎｅを導入するための予算等を計上してお

り、庁内業務の効率化とシステム費用の低減を図ってまいります。以上です。 

 

◆西哲史 委員  ぜひ棚卸しを常に繰り返しながら事務の効率・業務の効率化をしっか

りやっていただきたいなというふうに思います。皆さんは義務的経費といえば聖域化して

ませんかと聞いたら、いやしてませんとしかお答えにならないわけでありますが、しかし

ながら義務的経費を除く除くという言葉がずっと走ってしまうとそういう印象出がちです

ので、とはいいながら答弁だからそうしなきゃいけない部分があるというのは承知をして



ますけども、そこのところしっかり議論の俎上にのせていただきたいなということを要望

しておきたいなというふうに思います。 

 次に、２款総務費、１項総務管理費、１０目企画費に関連して戦略アドバイザーについ

てお聞きをしますが、令和元年にこの戦略アドバイザーの議論をさせていただきましたけ

れども、なかなかびっくりするような状況で議会に報告もないまま任用されていたという

こともありましたけれども、有識者に戦略アドバイザーへの就任委嘱を行い、その報酬を

計上しているにもかかわらず、年間を通じて具体的な案件の助言を依頼してない事例があ

るようでありますが、この広域連携分野の３名に関する任用理由及び予算要求状況につい

てお示しください。 

 

◎戸松 広域連携担当課長  本市が参画する副首都推進本部では、大阪府市と連携した

成長戦略などについて検討しており、同会議において広域連携分野のアドバイザーが出席

し、本市の広域連携に関わる内容について提言等をいただくため任用しております。 

 副首都推進本部の運営に関する経費は大阪市が執行し、大阪府、堺市は、その経費相当

分を負担金として大阪市に支出することとなっております。このことから、令和７年度当

初予算において、当該本部会議に係る負担金として４５万円計上しております。そのうち

戦略アドバイザーに係る報酬見込額として、事前相談２回、会議出席２回、計４回分とし

て約１７万円を見込んでおります。以上です。 

 

◆西哲史 委員  運営に関する経費は不思議で、堺市が参加してない会議のＷｉ－Ｆｉ

の費用負担まで堺市が一部負担ですけどもさせられてたという不思議なことも、この巻き

込まれることいろんなことあるんですね。 

 ところで、今お示しをいただいた任用理由は今も変わってないんでしょうか。戦略アド

バイザーをずっともう長く任用されてから長くなってますけども、惰性で続けられてるの

ではないかという懸念を持ちますが、それについて当局の御見解をお示しください。 

 

◎戸松 広域連携担当課長  任用に当たりましては１年を任期としておりまして、毎年

度大阪府市と協議をしながら、市として任用の必要性の判断を行っております。なお、同

会議において提言をいただくという任用理由に変更はございません。以上です。 

 

◆西哲史 委員  いろいろと長年たって、いろいろと専門的見地が求められる部分も内

容も変化をしているように思うわけでありますが、変わっていないということであります

が、広域連携分野の戦略アドバイザーいつから任用されているのか、またその間活動実績

どのようになっているか、お示しください。 

 

◎戸松 広域連携担当課長  本市が令和元年８月に副首都推進本部に参画したことに伴



いまして、令和２年４月から任用を開始しております。その後、令和５年２月に副首都推

進本部会議を開催し、同アドバイザーからの提言を踏まえ、副首都ビジョン改定版を策定

いたしました。 

 会議開催に当たって、出席される２名の戦略アドバイザーに事前相談と会議当日のそれ

ぞれ２回出務いただいたところです。以上です。 

 

◆西哲史 委員  令和元年から今年まで２名の戦略アドバイザーに事前相談と会議当日

にそれぞれ２回出務いただいただけであるということだと思います。 

 この議事録見ましたけど、ほとんどこの副首都の事前相談の内容は読めないですよ、当

日の議事録読んだら、この２名のアドバイザー、今のこの内容すばらしいですね、すばら

しいですねという感想をそれぞれ１回ずつ述べられて、それに関する話を少しされている

というのが、この時給１万円の会議の出席の成果なんですね。しかも堺市ということ、ほ

とんど出てこない。その中での永藤市長のＯＲＤＥＮの話、そして中野副市長のグローバ

ルの視点でわくわくする子どもたちを育てたいという視点の話のほうがよっぽど腹落ちし

ますよ。そうだな、そういうこと大事だなと思います。 

 感想言われてですね、戦略アドバイザーですよ、審議会とは意味が違います。審議会に

いろんな参加者として、その議事録の正当性を調達するためを含めて参加してるのとは意

味が違いますよ。戦略アドバイザーが参加をして感想をほとんど言っただけで時給１万

円、非常にすばらしい活動だなというふうに思うわけであります。これすばらしいってか

ぎ括弧で言ってますからね。 

 ただ、このほとんど活動実績がない状態です。なぜ活動実績がないのにこの惰性みたい

な予算要求を行っているのか、お示しください。 

 

◎戸松 広域連携担当課長  副首都ビジョン改定版では、今後の進め方といたしまし

て、副首都推進本部会議においてビジョンの具体化を図る施策の推進状況を踏まえながら

同ビジョンの進捗を管理し、必要に応じて実務的な議論の場を設けることとしておりま

す。 

 策定以降、大阪府市の実務担当者間でビジョンの周知や関連する施策の整理、進捗状況

の共有等を実施した中で、推進本部が所掌する中長期的な取組方向について改めて首長間

で協議する必要がなかったことから、この間、三者での会議は開催しておりません。 

 ビジョンの進捗を管理するための本部会議を開催する際には、戦略アドバイザーにも出

席いただくことから、同会議の運営に係る必要費用の負担金として予算を計上しておりま

す。以上です。 

 

◆西哲史 委員  さっきの義務的経費の議論じゃないですけどね、会議をたくさんつく

ってそれに基づいて費用を惰性でつけていくように見えるということは、もはややめてい



ただきたいというふうに思うんですね。 

 必要な会議であったらしっかり議論する、しっかり内容も充実した議論していただきた

いと思います。でも会議があるから予算を１０万程度の１００万にも満たないものを予算

つけたまま使われていない。このことをしっかりやっぱりスクラップ・アンド・ビルドし

ていただくということをぜひお願いしたいなというふうに思います。この今年の項目じゃ

なくて、そういう視点でそれぞれ会議を見直していただきたいなというふうに思うことを

要望しておきます。 

 同じように聞こえる戦略の話ですが、全然違います。戦略的広報と指標についてお聞き

をしたいんですが、２款総務費、１項総務管理費、４目文書広報費、戦略的広報推進事業

の予算額と概要についてお示しください。 

 

◎内山 広報戦略推進課長  令和７年度の戦略的広報推進事業の当初予算としては１，

９８１万８，０００円を計上してございます。 

 事業の概要としては、堺市広報戦略に基づく各部局への研修や都市イメージ調査、イン

スタグラムを活用した情報発信、また堺名誉大使を務めていただいていた、さいとう・た

かをさんの作品を活用した魅力発信事業などを実施いたします。以上でございます。 

 

◆西哲史 委員  戦略的な広報を進めていくためには市全体としてのプロモーション強

化が重要になってくると思います。堺市がどのようにプロモーションしていくかというこ

とが非常に大事になってくるというふうに思いますが、効果的なプロモーションをしてい

くためには、本会議やこういう分科会、委員会の場でも議論させていただいてますけれど

も、何をターゲットにしてどのような視点をどのように効率的に上げていくか、そのため

にはいろんなオプションをチョイスしていくということが大事だと思います。 

 そもそも効果指標がほとんど堺の中、現状の指標がほとんどない。例えば全国、首都圏

からどのように堺が見られてるかとかそういうことをやっぱり調査に基づいてやらない

と、何か見えないところでいろんなことをやってるように見えるんですね。 

 それであれば全然効率的かどうかも分からないということが起きると思いますが、この

プロモーションと指標の重要性どのように考えているか、お示しください。 

 

◎内山 広報戦略推進課長  現在高齢化や人口減少が進む中、限られた財源において、

効果的・効率的な行財政運営が求められてございます。 

 このような状況の中で、多様化するニーズに対応し、理解を得ながら選ばれる都市にな

るには、市内外に市の施策や魅力を効果的に発信し、本市への関心を高めることが重要と

考えております。 

 また、本市の施策や魅力を効果的に発信するには、本市が市内外からどのように認知、

認識されているのかなどの現状を把握し、それに基づく目標や指標を踏まえた訴求力の高



いプロモーションに取り組む必要があると考えております。以上でございます。 

 

◆西哲史 委員  まさにその議論を長年させていただいてきて、やっと当局の皆さんも

その重要性、非常に共有できたかなというふうに思っているところでありますが、本市の

施策の魅力を効果的に発信するには、先ほど申し上げたように市内外からどのように認知

されてるかを現状把握をして目標や指標を踏まえたプロモーションに取り組む必要がある

ということを当局の皆さんにも御理解をいただいたということだと思いますが、この令和

７年度は市のイメージの把握にどのように取り組もうとしているのか、ぜひ目標や指標を

踏まえたプロモーションというのをやっていただきたいというふうに思うわけであります

けれども、当局のお考えをお示しください。 

 

◎内山 広報戦略推進課長  市全体のプロモーションを効果的に推進するためには、本

市の特徴を分析できる客観的なデータに基づき、目標とすべき都市のイメージを明確に

し、発信することが重要と考えております。 

 目標とすべき都市イメージの浸透に向け、効果的なプロモーションを展開するために

は、まずは本市が市内外からどのように見られているのかなどを把握するイメージ調査を

実施し、検証した結果を所管部局の施策に反映させる必要があると考えております。 

 このような視点を踏まえまして、令和７年度は本市の魅力発信に向けた効果的なプロモ

ーションにつながるよう、市のイメージ調査の実施に向けて予算を計上してございます。

以上でございます。 

 

◆西哲史 委員  イメージ調査を実施するということであります。やっといよいよここ

まで来たかという思いであります。 

 戦略的プロモーションといえば非常に大事なように聞こえるし、効果的なプロモーショ

ンといえば大事なように聞こえるけれども、本会議でも申し上げましたが、ほかの予算項

目ですけども、効果的といいながら、その効果的な指標については一切お示しのないまま

効果的なプロモーションという予算項目があったりしますね、今年度予算案の中にも。 

 効果的というからには、何をどう具体的に効果的にやりたいかということをしっかりま

ず現状を押さえる、そしてどのターゲットにどういう現状になってるかということを押さ

える、それに対してじゃあ何のやり方がいいのかということを考えていくというフローが

大事なはずなんです。 

 それをやっとそういう議論ができてきたという本当に皆さんのいろんな調整もあったと

思います。そのことについては非常に前向きにすばらしいことだなというふうに評価した

いわけでありますが、では具体的にどのような調査を行おうとしているのか、お示しくだ

さい。 

 



◎内山 広報戦略推進課長  詳細な調査項目などの内容については現在検討中でござい

ますが、現状の都市イメージを把握し、強化すべき情報発信の課題を抽出することで今後

の効果的な発信につながる基礎データを収集したいと考えております。調査方法はウェブ

での調査を考えてございます。以上でございます。 

 

◆西哲史 委員  具体的に多分今お示しいただきましたし、さらに具体的にこれからい

ろいろと指標をつくられていくということだと思いますが、まさに今堺市という都市が、

時間の関係もありますから細かくは申し上げませんけども、堺市が今どこのターゲットに

向けてどのようになってるかという議論今のところあると思うんですね。どのようにして

いきたいか、観光の分野でも、人口誘導の分野でも、ほかの様々な分野でもそういうこと

がある。 

 それはどのターゲットになってるのかということをしっかりヒアリングしながら踏まえ

ていただいて、そこに対して具体的にぜひど真ん中に当たるような調査をしていただきた

いなということをお願いをしたいというふうに思いますし、またこの調査というと行政の

皆さん、すぐお金がかかるようなイメージがすごいあるんです。１個調査をすると、それ

ってすぐすごいお金かかるんでしょう、たくさんお金がかかるでしょう、それなかなかで

きませんよこの状況ではと言うんですけど、担当の所管の皆さんにも平場でも申し上げて

ますが、調査というのはいろんなフェーズがあって、先にいろんなオフィステストもやれ

るし、場合によっては職員の皆さんの御家族、御友人にちょっとこんなこと聞いてみて、

それどんな感想返ってきたということも１つの調査だと思いますし、そういうローコスト

でできる調査。 

 皆さんゼロ予算、ゼロ予算てよく財政当局も言いますけど、まさにゼロ予算、ゼロコス

トでできることもたくさんありますね。皆さんの定義するところのこの予算ですけども、

一つ一つあんまり私はその言い方好みませんけども、しかしながら少なくともローコスト

でできる調査ってたくさんありますから、そういったことも踏まえて、そしてその先に大

きなお金がかかることもするということで、いろんな調査を幾つもしていただきたいと思

うんですね。調査に基づいて戦略をチョイスをしていく、戦術をチョイスしていくという

フローをぜひ今回を機にさらに前に進めていただきたいなというふうに思うわけでありま

すが。 

 この広報戦略部の皆さんがエビデンスに基づく効果的なプロモーションに取り組もうと

しているということは非常に評価したいところでありますが、その一方で戦略的広報の考

え方や進め方というのは全職員が理解し、実践できていなくちゃいけないなというふうに

思います。 

 考え方は、ぜひ全庁に伝わっておいてほしいなと。しかしながら、戦略的に大事です

よ、こうやってやることが大事です、しかしながらどうやってやるか分からないのは広報

戦略部に聞くというフローであってほしいなというふうに思うんですね。 



 広報といえばすぐ広報戦略部にどうやってやんねんって聞くじゃなくて、戦略的広報っ

てこういうことで大事なんだけども、じゃあ具体的に何の技を使ったらいいのかというこ

とを皆さんに相談する、そういう全庁であってほしいなというふうに思います。 

 この議論は、タッチポイントを議論し始めたときがまさにそうでありまして、タッチポ

イントって最初平成２２年に始めたときは、まずきょとんというところから始まったんで

すけど、今いろんなところで広報戦略部の皆さん頑張って広げてくれて、庁内のいろんな

ところ、答弁の中にもタッチポイントというのは当たり前のように出てきて、それはそれ

で広報手法が非常に大きく変わったと思うんですね。 

 タッチポイントの議論がなかったことを今思えば皆さんも想像していただきたいですけ

ど、全く違うことが起きてましたよね。そういう意味で全庁伝わって非常によくなったな

と思うこといっぱいあるわけでありますけども、この戦略的な広報の考え方、進め方です

ね、各論は批判にしかならないので今は避けますけども、まだまだできてない部局も多い

と思うんです。答弁の中でもあれって思うこといっぱいあります。 

 それはほかの場で議論してますので今は割愛しますが、この戦略的広報の考え方、進め

方というのをまだまだ伝わっていない、できていない部局も多いと思いますけども、この

点についてどのようにお考えか、お示しください。 

 

◎内山 広報戦略推進課長  戦略的広報を推進するに当たっては、エビデンスに基づく

分析やタッチポイントを意識した発信が重要と考えており、ターゲットや発信媒体、発信

内の最適化を意識した広報に取り組んでございます。 

 これまで広報戦略部では、全庁的に戦略的広報の考え方や進め方を理解して取り組める

よう、戦略的広報に関するマニュアルの整備やワークショップを取り入れた実践的な研修

の実施、そして個別の施策事業に応じた具体的な広報相談などを通じて戦略的広報の理解

浸透に取り組んでおります。 

 しかしながら、委員の御指摘のとおり、まだ全ての職員が理解し実践できている状況と

は言えないと考えてございます。 

 引き続き全庁的な戦略的広報の理解浸透に向けた取組を進め、関係部局と意思疎通を丁

寧に図りながら、戦略的な広報を実践してまいります。以上でございます。 

 

◆西哲史 委員  時間の関係で各論ができないのは非常に残念でありますけれども、ぜ

ひ広報戦略部の皆さんがいろいろと議論していること、非常に各論評価してることたくさ

んあります。ただその中で各部課にまだまだ伝わってないことたくさんあると思いますの

で、これはぜひできる限り共有をして、さっき申し上げたように各論は皆さんに相談しな

きゃいけない、これは日々技術が変わりますし、やれること変わってますから、各論は皆

さんに相談するけど、マインドは皆さんの全庁に広がるということのために、さらに積極

的取組をお願いをして私の質問を終わります。ありがとうございました。 


